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(54)【発明の名称】 医療診療レポート配信システムおよびそれに使用する入力装置

(57)【要約】        （修正有）
【課題】  専門医による画像診療の精度向上と、迅速で
能率的なレポート作成、および依頼者への診療レポート
の納入を短時間で可能とする医療診療レポートを通信回
線を介して配信する方法と、音声情報入力装置を提供す
る。
【解決手段】  専門医の診療所見、あるいは外科手術の
内容や病理診断または在宅医療の記録などを口述したも
のがコンピュータの記憶媒体に記録される。仲介センタ
では、通信回線に結合した専門医のコンピュータサイト
から送られる専門医が音声録音した診療レポートの音声
情報ファイルを受信する。そして仲介センタにおいて、
音声情報ファイルを開いて診療所見の音声レポートが得
られる。音声ファイルのレポートを所定の書式の文書デ
ータの文書ファイルに変換し、文書ファイルを仲介セン
タから通信回線を介して所定の宛先の送信する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  医療診療レポートを通信回線を介して配
信する方法であって、
仲介センタにおけるコンピュータサイトにおいて、前記
通信回線に結合した専門医のコンピュータサイトから、
前記専門医の診療レポートの音声情報ファイルを前記通
信回線を介して受信し；前記仲介センタのコンピュータ
サイトにおいて、前記音声情報ファイルを開いて前記診
療レポートを再生し；再生した前記診療レポートを所定
の書式の文書データの文書ファイルに変換し；前記文書
ファイルを前記仲介センタのコンピュータサイトから前
記通信回線を介して所定の宛先に送信することを特徴と
する医療診療レポートを通信回線を介して配信する方
法。
【請求項２】  さらに、前記仲介センタのコンピュータ
サイトから前記音声情報ファイルを通信回線を介して文
書作成者のコンピュータサイトに送信し、
前記文書作成者のコンピュータサイトにおいて、受信し
た音声情報ファイルを開いて、該診療レポートを前記文
書ファイルに変換し、
前記文書データを前記文書作成者のコンピュータサイト
から前記仲介センタのコンピュータサイトに前記通信回
線を介して送信することを特徴とする請求項１記載の医
療診療レポートを通信回線を介して配信する方法。
【請求項３】  さらに、医療検査機関で得られた医療検
査データをコンピュータが読み取り可能な形式で前記仲
介センタのコンピュータサイトから前記通信回線を介し
て前記専門医のコンピュータサイトへ送信することを特
徴とする請求項１あるいは２記載の医療診療レポートを
通信回線を介して配信する方法。
【請求項４】  さらに、変換した前記文書ファイルを前
記仲介センタのコンピュータサイトから前記専門医のコ
ンピュータサイトに前記通信回線を介して送信し、
前記専門医のコンピュータサイトにおいて受信した前記
文書ファイルの文書データを校正し、校正した文書デー
タの文書ファイルを前記通信回線を介して前記仲介セン
タのコンピュータサイトに返送することを特徴とする請
求項１～３のいずれかに記載の医療診療レポートを通信
回線を介して配信する方法。
【請求項５】  前記文書ファイルを前記仲介センタのコ
ンピュータサイトから前記通信回線を介して所定の宛先
に送信する際に、前記文書ファイルをデータ圧縮し、か
つ暗号化処理を施すことを特徴とする請求項１～４のい
ずれかに記載の医療診療レポートを通信回線を介して配
信する方法。
【請求項６】  前記医療診療レポートは、ＣＴ断層撮影
装置、ＭＲＩ断層撮影装置、超音波診療装置、Ｘ線間接
撮影装置、脳波測定装置、心電図装置、医療検査装置な
どにより測定された被検者の画像、検査データ、外科手
術記録、顕微鏡による病理診断及び在宅医療の記録の少
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なくともいずれかの診療レポートを含むことを特徴とす
る請求項１～５のいずれかに記載の医療診療レポートを
通信回線を介して配信する方法。
【請求項７】  医療診療レポートを通信回線を介して配
信する方法であって、
医療検査データの診療結果を音声入力手段により音声入
力し；前記通信回線と結合された第１のコンピュータサ
イトにおいて、前記入力手段で入力された診療結果の音
声情報ファイルを作成して、該音声情報ファイルを前記
通信回線を介して所定の相手先に送信し；前記相手先の
第２のコンピュータサイトにおいて、前記音声情報ファ
イルを通信回線を介して受信して、受信した音声情報フ
ァイルを開いて診療結果を再生し；該診療結果をレポー
ト文書データに変換し、
前記レポート文書データを前記第２のコンピュータサイ
トから前記通信回線を介して所定の宛先に送信すること
を特徴とする医療診療レポートを通信回線を介して配信
する方法。
【請求項８】  前記第１のコンピュータサイトは前記医
療検査データを診療する場所に配置され、前記第２のコ
ンピュータサイトは前記医療診療レポートを依頼する仲
介センタに配置されることを特徴とする請求項７記載の
医療診療レポートを通信回線を介して配信する方法。
【請求項９】  前記医療診療レポートは、ＣＴ断層撮影
装置、ＭＲＩ断層撮影装置、超音波診療装置、Ｘ線間接
撮影装置、脳波測定装置、心電図装置、医療検査装置な
どにより測定された被検者の画像や検査データ、外科手
術記録、顕微鏡による病理診断及び在宅医療の記録の少
なくともいずれかの診療レポートを含むことを特徴とす
る請求項７あるいは８のいずれかに記載の医療診療レポ
ートを通信回線を介して配信する方法。
【請求項１０】  医療診療レポートを通信回線を介して
配信するシステムであって、
医療検査データの診療結果を音声入力する入力装置と、
前記通信回線と結合され、前記入力装置で入力された診
療結果の音声情報ファイルを作成して、該音声情報ファ
イルを前記通信回線を介して所定の相手先に送信する第
１のコンピュータサイトと、
前記音声情報ファイルを通信回線を介して受信して、受
信した音声情報ファイルを開いて診療結果を再生する前
記相手先にある第２のコンピュータサイトと、
レポート文書データに変換した前記音声情報ファイルの
診療結果を、前記第２のコンピュータサイトから前記通
信回線を介して所定の宛先に送信する手段とを有するこ
とを特徴とする医療診療レポートを通信回線を介して配
信するシステム。
【請求項1１】  可搬型の手持ち可能な本体部と；該本
体部の表面に配置された、少なくとも録音開始ボタン
と、再生ボタンと、停止ボタンと、マイクロホンとを含
む音声入出力操作部と；前記録音開始ボタンの操作に応
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答して、前記マイクロホンからの出力信号と、外部のコ
ンピュータに該出力信号の録音を指示するための信号と
を出力する第１の手段と；前記再生ボタンの操作に応答
して、前記外部のコンピュータに音声データファイルを
開かせて該音声ファイルの音声を再生させるための信号
を出力する第２の手段と；前記停止ボタンの操作に応答
して、前記外部のコンピュータに前記音声の録音あるい
は再生の動作を停止させるための信号を出力する第３の
手段と；前記外部のコンピュータと信号伝送路を介して
結合可能であって、前記第１と第２と、第３の手段の出
力信号を選択的に該信号伝送路を介して前記外部のコン
ピュータに送信する手段とを有することを特徴とする音
声情報入力装置。
【請求項１２】  前記外部のコンピュータは、
前記音声ファイルが記録可能な記録媒体と、
前記音声情報入力装置からの録音を指示する信号に応答
して、前記マイクロホンからの出力信号を前記コンピュ
ータが読み取り可能な形式の音声データファイルに変換
して前記記録媒体に記録する手段と、
前記音声情報入力装置からの前記音声を再生させるため
の信号に応答して、前記記録媒体に記録された音声デー
タファイルを読み出して音声信号として出力する手段
と、
前記音声情報入力装置からの前記停止させる信号に応答
して、前記音声の録音あるいは再生の動作を停止する手
段とを有することを特徴とする請求項１１記載の音声情
報入力装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療診断あるいは
医療検査に関わる専門医の診療所見レポートをインター
ネットのような通信回線を利用して遠隔の依頼者に短時
間で確実に提供することのできる遠隔診療レポート配信
システムおよびそれに使用する入力装置に関する。本発
明での医療診療あるいは医療検査のレポートとは、例え
ば、ＣＴ断層撮影装置、ＭＲＩ断層撮影装置、超音波診
療装置、Ｘ線間接撮影装置、脳波測定装置、心電図装置
あるいはその他の医療検査装置により測定された被検者
の画像や検査データ、又は外科手術記録、顕微鏡等によ
る病理診断及び在宅医療記録などの医療情報を専門医が
読影（検査画像を見て検査結果を診療判定すること。）
し、あるいは観察、診断、検討、精査などをして自らの
診療所見を記述した報告書のことを言う。
【従来の技術】従来の遠隔画像診療では、診療の専門家
がいないような医療機関で撮影された患者あるいは被検
者のＣＴやＭＲＩの画像をその患者に関する情報（氏名
や生年月日等）とともに、医療機関や仲介業者のような
依頼者が電話回線あるいは郵送などにより契約している
専門医に送り、専門医がこれをみて診療して、自らが手
書きあるいはワープロなどでレポートを作成して依頼者
に返送していた。
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【発明が解決しようとする課題】しかしこの従来の方法
では、専門医が検査画像の読影を行いながら、その都度
診療結果の所見をワープロ等で文書化する操作を交互に
繰り返す場合は、文書化の度に専門医は画像から目をは
なすので、読影だけに全神経が集中できず、集中力がそ
がれるために、微細な患部の見落としや正確でない判断
をする恐れがある。読影や診療の仕事と文書作成の仕事
とはまったく形態の異なる別の作業であり、両方を交互
あるいは同時に行うことは、作業能率と診療の正確性の
点で好ましくない。また、読影をすべて完了した後に、
改めて医師の所見を文書化するような場合では、読影の
際の判断結果を完全に記憶していて、ワープロで打ち込
む際にそれが正確に即座に文書化できるようでなければ
ならないが、そのような正確性と迅速性とを同時に満た
すことは従来の方法ではきわめて困難である。
【課題を解決するための手段】本発明の目的は、上記の
従来の方法の問題点を解決し、専門医による画像診療の
精度向上と、迅速で能率的なレポート作成、および依頼
者への診療レポートの納入を短時間で可能とする医療診
療レポートを通信回線を介して配信する方法と、その方
法による配信の仕組みを実現するシステムおよび、その
システムで使用するのに好適な音声情報入力装置を提供
することである。本発明による医療診療レポートを通信
回線を介して配信する方法においては、まず、専門医が
医療検査データを見ながらや、患者を診察しながら、あ
るいは病理検査をしつつ診療所見をしゃべったものがコ
ンピュータの記憶媒体（例えば、ハードディスクのよう
なメモリ装置）に音声情報ファイルとして記録される。
仲介センタにおけるコンピュータサイトでは、通信回線
に結合した専門医のコンピュータサイトから送られる専
門医が音声録音した診療レポートの音声情報ファイルを
受信する。そして仲介センタのコンピュータサイトにお
いて、音声情報ファイルを開いて診療所見の音声レポー
トが得られる。音声ファイルのレポートを所定の書式の
文書データの文書ファイルに変換し、文書ファイルを仲
介センタのコンピュータサイトから通信回線を介して所
定の宛先の送信する。さらに、本発明の音声情報入力装
置は、本体部が手持ち可能な形状であり、本体部の表面
には、少なくとも録音開始ボタンと、再生ボタンと、停
止ボタンと、マイクロホンとを含む音声入出力操作部が
配置され、さらに、録音開始ボタンの操作に応答してマ
イクロホンからの出力信号と、外部のコンピュータに該
出力信号の録音を指示するための信号とを出力する第１
の手段と、再生ボタンの操作に応答して、外部のコンピ
ュータに音声データファイルを開かせて該音声ファイル
の音声を再生させるための信号を出力する第２の手段
と、停止ボタンの操作に応答して、外部のコンピュータ
に音声の録音あるいは再生の動作を停止させるための信
号を出力する第３の手段と、外部のコンピュータと信号
伝送路を介して結合可能であって、第１と第２と第３の
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手段の出力信号を選択的に該信号伝送路を介して外部の
コンピュータに送信する手段とから構成される。
【発明の実施の形態】本発明の実施態様においては、診
療所見の音声入力をする専門医と、仲介センタと、診療
レポートの宛先は、それぞれ例えばインターネットのよ
うな通信回線に接続したコンピュータや通信端末を有し
ている。レポートの宛先は、例えばレポートの依頼者、
あるいは医療機関、あるいは医者、あるいは診療を受け
た被検者や患者であってもよい。専門医は、音声情報入
力装置を手に持ちながら、たとえばモニタに表示された
ＣＴ断層画像の読影あるいは患者の診断や病理検査をし
つつ、画像や診療対象から目をはなすことなく、入力装
置のマイクにむかって診療所見を言葉で述べてゆくこと
ができる。この間、専門医は文書作成をいっさいする必
要はなく、読影作業だけに集中できる。音声情報入力装
置はコンピュータと有線あるいは無線のような信号伝送
路でつながれる。コンピュータに送られた音声は記録さ
れ、音声ファイルに変換されて、それが仲介センタのコ
ンピュータに送信され、音声ファイルから所定の書式の
レポート文書に起こされ、それが文書ファイルの形式で
依頼先のコンピュータあるいはネットワーク端末の宛先
に配信される。
【実施例】本発明による医療診療レポートを通信回線を
介して配信する方法とシステムの実施例について以下に
図面を参照しながら詳細に説明する。図１は、本発明の
実施例の診療レポート配信システムの構成を概念的に図
示したものである。図２はこのシステムを運営するとき
の各部の動作を説明するフローチャートである。以下、
ＣＴあるいはＭＲＩ断層画像の診療レポートの場合を例
に発明の実施例を説明する。図１のシステムにおいて、
１０は、放射線専門医あるいは読影の専門医のコンピュ
ータであり、２０は、仲介センタのサーバコンピュー
タ、３０は、診療レポートの依頼者である病院あるいは
医院のコンピュータであり、５０は医療検査を専門に実
施するような機関のコンピュータである。これらのコン
ピュータはインターネットのような通信ネットワーク４
０と結ばれていて、互いにデータをインターネットプロ
トコルで送受信することができる。仲介センタのサーバ
コンピュータ２０は仲介センタの中にいるトランスクラ
イバのコンピュータ６０と例えばＬＡＮ（ローカルエリ
アネットワーク）のような通信回線６１で結ばれてい
る。また、外部の在宅勤務のトランスクライバのコンピ
ュータ６２はネットワーク４０と結ばれている。トラン
スクライバは、専門家が録音した診療結果を聞き取っ
て、ワードプロセッサあるいはコンピュータの文書作成
ソフトを使用して文書化して所定の書式の診療レポート
の文書データを作成する。従って、トランスクライバは
医療の専門用語等を熟知し、その意味を理解しているこ
とが望ましい。仲介センタ２０は、多くの専門医１０と
診療の契約をすることができる。仲介センタ２０は、例
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えば外科、内科といったいろいろな分野別の専門医をで
きるだけ多く契約しておくことが望ましい。さらには、
依頼者からの多岐の診療内容にできるだけ迅速に適切に
対応できるためには、脳、循環器、消化器、呼吸器など
といった特定の領域の専門家を数多く契約診療医として
持っていることがより望ましい。図１ではそのような意
味で、専門家のコンピュータ１０は複数で図示してあ
る。専門医に対する依頼費用としては、固定の基本料の
他に診療１件あたりいくらというような料金体系あるい
は他の方式でも任意に設定できるであろう。以下で図２
も参照して説明する実施例では、病院３０などで検査し
て得られた患者のＣＴ画像を仲介センタ２０を介して外
部の専門医１０で読影診療依頼（ステップ２１）し、そ
の診療結果を仲介センタ２０で文書レポート化して患者
の主治医のいる依頼元の病院３０に送信する（ステップ
２４）場合を例にして説明をする。もちろん、本発明は
それに限定するものではなく、患者が通っている病院３
０が依頼者で、その病院で検査し、その病院の専門医が
読影した所見を仲介センタ２０で診療レポートに文書化
して、それを病院３０に送信納入する場合であってもよ
い。また、例えば地域の保険センタのような医療検査機
関５０が依頼者であって、診療レポートをそこに送信し
てもよい。あるいはまた、患者の主治医である医院の先
生がその患者を、検査設備のある別の病院あるいは検査
機関でＣＴ等の検査をさせて、その検査の読影診療をそ
の別の病院の読影医師もしくは外部の専門医１０で行っ
てもらい、その診療レポートを依頼者である主治医のい
る医院に送信する場合であってもかまわない。いずれの
場合においても、必ず依頼者と診療をする専門医との間
に通信ネットワーク４０を介して仲介センタ２０が介在
し、そこで診療レポートが文書化される。図２のステッ
プ３１で示すように、検査画像データはその患者の属性
情報（氏名や生年月日等）と一緒に仲介センタ２０に送
信される。仲介センタ２０では、ステップ２１におい
て、依頼された件の検査画像を所定の納期までに読影し
て診療を行える専門医を契約専門医の中から検索して、
その専門医のコンピュータ１０に検査依頼を検査画像デ
ータと患者の属性情報とともに送信する。ステップ１１
において、専門医が音声入力装置１５（後で説明す
る。）を手に持ちながら、コンピュータ１０のモニタに
表示された断層画像１６の読影をしつつ、画像から目を
はなすことなく、入力装置１５のマイクにむかって診療
所見を言葉で述べてゆく。この間、専門医は文書作成を
することは一切不要であり、読影作業だけに集中でき
る。読影した結果である所見を逐次、音声入力装置４５
のマイクロホンに向かってしゃべると、音声入力装置１
５に入った専門医の所見のアナログ音声信号は、コンピ
ュータ１０に入力される。コンピュータ１０において
は、ステップ１２において、音声ファイル化プログラム
により、専門医の所見音声信号はデジタルデータ化され
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7
る。デジタルデータ化の際には、音声ファイルの音声デ
ータは、データ圧縮処理がなされる。圧縮されたデータ
は例えば、７．９７ｋｂ／秒のデータレートとなる。こ
れは、約１０分間のアナログ音声が約４．７８ＭＢのデ
ジタルデータ量に圧縮されることになる。圧縮されたデ
ータはさらに暗号化処理を施されて音声ファイルとして
ハードディスクのような記録媒体中の所定の領域に格納
される。以上のような音声入力装置３からの音声入力か
ら音声データの取りこみ、デジタル化、圧縮処理及び暗
号化処理までを実行する音声ファイル化プログラムとし
て、株式会社ネットホスピタル製のＮＨｐＷｉｔｈＶｏ
ｉｃｅ２０００（登録商標）を利用すればよい。次に、
専門医のコンピュータ１０による読影と所見結果の音声
ファイル化が完了すると、ステップ１２において、コン
ピュータ１０から通信ネットワーク回線４０を介して音
声ファイルが仲介センタのサーバコンピュータ２０に送
信される。音声ファイルの送信は、株式会社ネットホス
ピタル製のＮＨｐＡｕｔｏＷａｒｐ２００１（登録商
標）を利用することができる。ステップ２２において、
仲介センタのコンピュータ２０で受信した音声ファイル
は、トランスクライバのコンピュータ６１にＬＡＮ６０
を介して転送される。トランスクライバは、専門家が録
音した診療結果を再生し、聞き取って、ワードプロセッ
サあるいはコンピュータの文書作成ソフトウエアを使用
して文書化して所定の書式の診療レポートの文書データ
を作成する。なお、音声ファイルの再生は、上述のＮＨ
ｐＷｉｔｈＶｏｉｃｅ２０００を利用してコンピュータ
上で文書化と同時に行うことができる。なお、仲介セン
タのコンピュータ２０からネットワーク４０を介して音
声ファイルを外部の在宅勤務のトランスクライバのコン
ピュータ６２に送信し、そこで診療レポートを文書化し
て作成してもよい。専門医が吹き込んだ約１０分の音声
データを文書化するに要する時間は約１５分程度であ
る。文書化した診療レポートの例を図３に示す。次に、
ステップ２３では、トランスクライバが作成した診療レ
ポート文書データを仲介センタのサーバコンピュータ２
０から専門医のコンピュータ１０にインターネットプロ
トコルを使用して送信する。専門医はステップ１３にお
いて、文書化された診療レポートに間違いや、抜け落ち
等がないかどうかチェックし必要に応じて加筆訂正を加
える添削を行って、コンピュータ１０から通信ネットワ
ーク回線４０を介して仲介センタのサーバコンピュータ
２０に添削済みの信頼性の高いレポートが送信される。
ステップ２４において、仲介センタのサーバコンピュー
タ２０は添削された診療レポートを受信し、それを依頼
者のコンピュータ３０にインターネットプロトコルを使
用して送信する。次に、音声入力装置１５について説明
する。図４は手持ち式の音声入力装置１５の外観図であ
る。音声入力装置１５は手に持ちやすい形状の本体を有
し、マイクロホン１５１、録音ボタン１５２、停止ボタ
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ン１５３、再生ボタン１５４、保存ボタン１５５を本体
上に配置している。音声入力装置１５はコンピュータ１
０と信号ケーブル１５６で結ばれている。マイクロホン
１５１からのアナログ音声信号と、録音ボタン１５２、
停止ボタン１５３、再生ボタン１５４、保存ボタン１５
５からの操作信号は、信号ケーブル１５６を介してコン
ピュータ１０に送信される。信号ケーブル１５６の代り
に無線信号あるいは赤外線信号を利用することもでき
る。次に、音声入力装置１５での音声ファイルの作成手
順を説明する。まず、専門医は、コンピュータ１０上
で、上述のＮＨｐＷｉｔｈＶｏｉｃｅ２０００のソフト
ウエアを立ち上げる。ソフトウエアが立ち上がるとコン
ピュータ１０の画面には、図５のようなウインドウが表
示される。ウインドウ画面には、録音ボタン１５２、停
止ボタン１５３、再生ボタン１５４、保存ボタン１５５
に対応するボタンイメージのアイコン１６０と録音状態
を示すバー１６１が表示される。音声入力装置１５の各
ボタンの操作に応じてアイコンの表示が変化する。次
に、専門医が読影作業を開始し、録音ボタン１５２を押
すと、その操作信号によりコンピュータ１０のＷｉｔｈ
Ｖｏｉｃｅ２０００のソフトウエアを制御し、コンピュ
ータ１０において、マイクロホン１５１からの音声信号
を取りこみデジタル化してハードディスクのような記録
媒体に録音する。以下、録音ボタン１５２を離すと録音
動作は停止し、再生ボタン１５４を押すと録音した音声
の巻き戻し動作が開始され、次に再生ボタン１５４を離
すと巻き戻した地点から再生動作が開始されてコンピュ
ータ１０のスピーカから音声が再生され、再生動作中に
録音ボタン１５２を押すと上書き状態での録音が開始さ
れ、保存ボタン１５５を押すと、圧縮処理と暗号化処理
をして音声ファイルを作成し、停止ボタン１５３を押す
どれか作動中の動作が停止する、というようにソフトウ
エアを制御する。、次に、専門医が吹き込んだ音声ファ
イルをＷｉｔｈＶｏｉｃｅ２０００のソフトウエアを使
用してトランスクライバが再生して文書化する動作につ
いて説明する。上述のＮＨｐＡｕｔｏＷａｒｐ２００１
により専門医のコンピュータ１０からネットワークと仲
介センタのサーバ２０に送信された音声ファイルは、さ
らに、トランスクライバのコンピュータ６１の所定のデ
イレクトリに転送される。トランスクライバのコンピュ
ータ６１では、音声ファイルを開き、ＷｉｔｈＶｏｉｃ
ｅ２０００のソフトウエアを起動する。ソフトウエアを
起動するとコンピュータ６１の画面には図５と同様なウ
インドウが表示される。図６に示すようなボイスペダル
装置がコンピュータ６１と通信ケーブルでつながってい
る。トランスクライバがボイスペダル装置の右側のペダ
ルを押している状態でソフトウエアは音声ファイルの再
生を行う。トランスクライバは、再生音を聞きながら専
門医の診療所見を図３で示したような書式でコンピュー
タ６１上で文書化する。再生された音声が早くてキー入
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力が追いつかない場合や、音声を再確認したい場合は、
右ペダルを離すと録音が自動的に少しだけ巻き戻しされ
て再生が停止する。そして再度右ペダルを踏み込むと再
生が始まる。聞き漏らしがあった場合などは、左ペダル
を押せば押している間巻き戻しされる。以上説明した実
施例では、専門医が音声吹き込みをする診療レポートの
対象は、ＣＴあるいはＭＲＩ断層画像の読影であった
が、本発明はこれに限るものではない。例えば、外科手
術中あるいは手術直後に執刀医や専門医が手術の内容や
経過あるいは結果などを記録したレポート、顕微鏡によ
る病理診断レポート、または在宅医療の記録などの現場
で収録した口述音声レポートをコンピュータを介して仲
介センターに音声情報ファイルとして送信し、仲介セン
タにおけるコンピュータサイトでは、送られてきた専門
医が音声録音した音声レポートの音声情報ファイルを開
く。その音声ファイルのレポートを所定の書式の文書デ
ータの文書ファイルに変換し、文書ファイルを仲介セン
タのコンピュータサイトから通信回線を介して所定の宛
先に送信する。これらの場合でも専門医などは診療レポ
ートはその場で口述録音すればよく、文章化する必要は
まったくなく、診療に専念できる。これらのような診療
レポートの文書ファイルを仲介センターにおいて、電子
ファイルとして一括して総合的に管理することにより、
医療機関や医師に対して効率的で一貫性のある総合的な
診療情報サービスを提供でき、医療機関や医師は診療に
専念して医療の質の向上を図ることが可能となる。以
上、実施例に沿って発明を説明したが、本発明はこれら
に制限されるものではない。例えば、種々の変更、改
良、組み合わせが可能なことは当業者に自明であろう。
【発明の効果】本発明による医療診療レポート配信方法
とシステムによれば、専門医から診療レポートの音声デ
ータを仲介センタにコンピュータと通信回線を利用して
送信し、音声データを仲介センタ側で所定の文書データ
に変換して診療レポートを作成して依頼者に送信するの
で、遠隔地に離れた専門医による診療であっても、迅速
で能率的なレポート作成、および依頼者への診療レポー
トの納入を短時間で可能とし、かつ正確な診療レポート
を実現することができる。また、画像診療の専門医のい*
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*ない病院や医院あるいは検査機関などでも、外部の画像
診療の高度な経験を持つ専門医に患者の検査データを診
療してもらえ、すばやくその診療レポートを仲介センタ
から配信してもらえるので、高価な医療検査器械や操作
技師を病院や医院に配置する必要がなくなり、医療コス
トの低減ならびに人材不足の解消に大きく役立つ。さら
に、医療検査をする病院や医院あるいはでは、その病院
への通院や入院患者だけでなく、外部の病院や医院の患
者の検査も引き受けて仲介センタを介して診療レポート
をその患者の主治医のいる病院や医院に提供できるの
で、外部から検査だけの患者を受け入れて検査機器の稼
働率が向上させることができる。また、診療体制の十分
に備わってない地域では、遠隔地の高度な医療経験を持
った専門医の診療を仲介センタを介して受け取ることが
可能となり、広範囲な遠隔医療システムを実現すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施例の診療レポート配信システム
の構成を概念的に図示したブロック図。
【図２】  図１のシステムを運営するときの各部の動作
を説明するフローチャートである。
【図３】  文書化した診療レポートの一例である。
【図４】  本発明のシステムにおいて使用できる音声入
力装置の一例の外観図である。
【図５】  音声入力装置を使用して音声を録音したり、
録音した音声を再生する場合のソフトウエアの表示画面
の一例である。
【図６】  トランスクライバが再生した音声を文書化す
るときに使用するボイスペダルの外観図である。
【符号の説明】
１０  専門医のコンピュータ
１５  音声入力装置
２０  仲介センタのサーバコンピュータ
３０  病院のコンピュータ
４０  通信ネットワーク
５０  医療検査機関のコンピュータ
６０  ＬＡＮ
６１、６２  トランスクライバ側のコンピュータ

【図６】
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【図１】

【図２】

【図４】
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【図３】

【図５】

  
─────────────────────────────────────────────────────
【手続補正書】
【提出日】平成１２年４月１３日（２０００．４．１
３）
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の詳細な説明

【補正方法】変更
【補正内容】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療診断あるいは
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医療検査に関わる専門医の診療所見レポートをインター
ネットのような通信回線を利用して遠隔の依頼者に短時
間で確実に提供することのできる遠隔診療レポート配信
システムおよびそれに使用する入力装置に関する。
【０００２】本発明での医療診療あるいは医療検査のレ
ポートとは、例えば、ＣＴ断層撮影装置、ＭＲＩ断層撮
影装置、超音波診療装置、Ｘ線間接撮影装置、脳波測定
装置、心電図装置あるいはその他の医療検査装置により
測定された被検者の画像や検査データ、又は外科手術記
録、顕微鏡等による病理診断及び在宅医療記録などの医
療情報を専門医が読影（検査画像を見て検査結果を診療
判定すること。）し、あるいは観察、診断、検討、精査
などをして自らの診療所見を記述した報告書のことを言
う。
【０００３】
【従来の技術】従来の遠隔画像診療では、診療の専門家
がいないような医療機関で撮影された患者あるいは被検
者のＣＴやＭＲＩの画像をその患者に関する情報（氏名
や生年月日等）とともに、医療機関や仲介業者のような
依頼者が電話回線あるいは郵送などにより契約している
専門医に送り、専門医がこれをみて診療して、自らが手
書きあるいはワープロなどでレポートを作成して依頼者
に返送していた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしこの従来の方法
では、専門医が検査画像の読影を行いながら、その都度
診療結果の所見をワープロ等で文書化する操作を交互に
繰り返す場合は、文書化の度に専門医は画像から目をは
なすので、読影だけに全神経が集中できず、集中力がそ
がれるために、微細な患部の見落としや正確でない判断
をする恐れがある。読影や診療の仕事と文書作成の仕事
とはまったく形態の異なる別の作業であり、両方を交互
あるいは同時に行うことは、作業能率と診療の正確性の
点で好ましくない。また、読影をすべて完了した後に、
改めて医師の所見を文書化するような場合では、読影の
際の判断結果を完全に記憶していて、ワープロで打ち込
む際にそれが正確に即座に文書化できるようでなければ
ならないが、そのような正確性と迅速性とを同時に満た
すことは従来の方法ではきわめて困難である。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の目的は、上記の
従来の方法の問題点を解決し、専門医による画像診療の
精度向上と、迅速で能率的なレポート作成、および依頼
者への診療レポートの納入を短時間で可能とする医療診
療レポートを通信回線を介して配信する方法と、その方
法による配信の仕組みを実現するシステムおよび、その
システムで使用するのに好適な音声情報入力装置を提供
することである。
【０００６】本発明による医療診療レポートを通信回線
を介して配信する方法においては、まず、専門医が医療

検査データを見ながらや、患者を診察しながら、あるい
は病理検査をしつつ診療所見をしゃべったものがコンピ
ュータの記憶媒体（例えば、ハードディスクのようなメ
モリ装置）に音声情報ファイルとして記録される。仲介
センタにおけるコンピュータサイトでは、通信回線に結
合した専門医のコンピュータサイトから送られる専門医
が音声録音した診療レポートの音声情報ファイルを受信
する。そして仲介センタのコンピュータサイトにおい
て、音声情報ファイルを開いて診療所見の音声レポート
が得られる。音声ファイルのレポートを所定の書式の文
書データの文書ファイルに変換し、文書ファイルを仲介
センタのコンピュータサイトから通信回線を介して所定
の宛先の送信する。
【０００７】さらに、本発明の音声情報入力装置は、本
体部が手持ち可能な形状であり、本体部の表面には、少
なくとも録音開始ボタンと、再生ボタンと、停止ボタン
と、マイクロホンとを含む音声入出力操作部が配置さ
れ、さらに、録音開始ボタンの操作に応答してマイクロ
ホンからの出力信号と、外部のコンピュータに該出力信
号の録音を指示するための信号とを出力する第１の手段
と、再生ボタンの操作に応答して、外部のコンピュータ
に音声データファイルを開かせて該音声ファイルの音声
を再生させるための信号を出力する第２の手段と、停止
ボタンの操作に応答して、外部のコンピュータに音声の
録音あるいは再生の動作を停止させるための信号を出力
する第３の手段と、外部のコンピュータと信号伝送路を
介して結合可能であって、第１と第２と第３の手段の出
力信号を選択的に該信号伝送路を介して外部のコンピュ
ータに送信する手段とから構成される。
【０００８】
【発明の実施の形態】本発明の実施態様においては、診
療所見の音声入力をする専門医と、仲介センタと、診療
レポートの宛先は、それぞれ例えばインターネットのよ
うな通信回線に接続したコンピュータや通信端末を有し
ている。レポートの宛先は、例えばレポートの依頼者、
あるいは医療機関、あるいは医者、あるいは診療を受け
た被検者や患者であってもよい。
【０００９】専門医は、音声情報入力装置を手に持ちな
がら、たとえばモニタに表示されたＣＴ断層画像の読影
あるいは患者の診断や病理検査をしつつ、画像や診療対
象から目をはなすことなく、入力装置のマイクにむかっ
て診療所見を言葉で述べてゆくことができる。この間、
専門医は文書作成をいっさいする必要はなく、読影作業
だけに集中できる。音声情報入力装置はコンピュータと
有線あるいは無線のような信号伝送路でつながれる。コ
ンピュータに送られた音声は記録され、音声ファイルに
変換されて、それが仲介センタのコンピュータに送信さ
れ、音声ファイルから所定の書式のレポート文書に起こ
され、それが文書ファイルの形式で依頼先のコンピュー
タあるいはネットワーク端末の宛先に配信される。
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【００１０】
【実施例】本発明による医療診療レポートを通信回線を
介して配信する方法とシステムの実施例について以下に
図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１１】図１は、本発明の実施例の診療レポート配
信システムの構成を概念的に図示したものである。図２
はこのシステムを運営するときの各部の動作を説明する
フローチャートである。以下、ＣＴあるいはＭＲＩ断層
画像の診療レポートの場合を例に発明の実施例を説明す
る。
【００１２】図１のシステムにおいて、１０は、放射線
専門医あるいは読影の専門医のコンピュータであり、２
０は、仲介センタのサーバコンピュータ、３０は、診療
レポートの依頼者である病院あるいは医院のコンピュー
タであり、５０は医療検査を専門に実施するような機関
のコンピュータである。これらのコンピュータはインタ
ーネットのような通信ネットワーク４０と結ばれてい
て、互いにデータをインターネットプロトコルで送受信
することができる。
【００１３】仲介センタのサーバコンピュータ２０は仲
介センタの中にいるトランスクライバのコンピュータ６
０と例えばＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）のよ
うな通信回線６１で結ばれている。また、外部の在宅勤
務のトランスクライバのコンピュータ６２はネットワー
ク４０と結ばれている。トランスクライバは、専門家が
録音した診療結果を聞き取って、ワードプロセッサある
いはコンピュータの文書作成ソフトを使用して文書化し
て所定の書式の診療レポートの文書データを作成する。
従って、トランスクライバは医療の専門用語等を熟知
し、その意味を理解していることが望ましい。
【００１４】仲介センタ２０は、多くの専門医１０と診
療の契約をすることができる。仲介センタ２０は、例え
ば外科、内科といったいろいろな分野別の専門医をでき
るだけ多く契約しておくことが望ましい。さらには、依
頼者からの多岐の診療内容にできるだけ迅速に適切に対
応できるためには、脳、循環器、消化器、呼吸器などと
いった特定の領域の専門家を数多く契約診療医として持
っていることがより望ましい。図１ではそのような意味
で、専門家のコンピュータ１０は複数で図示してある。
専門医に対する依頼費用としては、固定の基本料の他に
診療１件あたりいくらというような料金体系あるいは他
の方式でも任意に設定できるであろう。
【００１５】以下で図２も参照して説明する実施例で
は、病院３０などで検査して得られた患者のＣＴ画像を
仲介センタ２０を介して外部の専門医１０で読影診療依
頼（ステップ２１）し、その診療結果を仲介センタ２０
で文書レポート化して患者の主治医のいる依頼元の病院
３０に送信する（ステップ２４）場合を例にして説明を
する。
【００１６】もちろん、本発明はそれに限定するもので

はなく、患者が通っている病院３０が依頼者で、その病
院で検査し、その病院の専門医が読影した所見を仲介セ
ンタ２０で診療レポートに文書化して、それを病院３０
に送信納入する場合であってもよい。また、例えば地域
の保険センタのような医療検査機関５０が依頼者であっ
て、診療レポートをそこに送信してもよい。あるいはま
た、患者の主治医である医院の先生がその患者を、検査
設備のある別の病院あるいは検査機関でＣＴ等の検査を
させて、その検査の読影診療をその別の病院の読影医師
もしくは外部の専門医１０で行ってもらい、その診療レ
ポートを依頼者である主治医のいる医院に送信する場合
であってもかまわない。いずれの場合においても、必ず
依頼者と診療をする専門医との間に通信ネットワーク４
０を介して仲介センタ２０が介在し、そこで診療レポー
トが文書化される。
【００１７】図２のステップ３１で示すように、検査画
像データはその患者の属性情報（氏名や生年月日等）と
一緒に仲介センタ２０に送信される。仲介センタ２０で
は、ステップ２１において、依頼された件の検査画像を
所定の納期までに読影して診療を行える専門医を契約専
門医の中から検索して、その専門医のコンピュータ１０
に検査依頼を検査画像データと患者の属性情報とともに
送信する。
【００１８】ステップ１１において、専門医が音声入力
装置１５（後で説明する。）を手に持ちながら、コンピ
ュータ１０のモニタに表示された断層画像１６の読影を
しつつ、画像から目をはなすことなく、入力装置１５の
マイクにむかって診療所見を言葉で述べてゆく。この
間、専門医は文書作成をすることは一切不要であり、読
影作業だけに集中できる。読影した結果である所見を逐
次、音声入力装置１５のマイクロホンに向かってしゃべ
ると、音声入力装置１５に入った専門医の所見のアナロ
グ音声信号は、コンピュータ１０に入力される。
【００１９】コンピュータ１０においては、ステップ１
２において、音声ファイル化プログラムにより、専門医
の所見音声信号はデジタルデータ化される。デジタルデ
ータ化の際には、音声ファイルの音声データは、データ
圧縮処理がなされる。圧縮されたデータは例えば、７．
９７ｋｂ／秒のデータレートとなる。これは、約１０分
間のアナログ音声が約４．７８ＭＢのデジタルデータ量
に圧縮されることになる。圧縮されたデータはさらに暗
号化処理を施されて音声ファイルとしてハードディスク
のような記録媒体中の所定の領域に格納される。以上の
ような音声入力装置３からの音声入力から音声データの
取りこみ、デジタル化、圧縮処理及び暗号化処理までを
実行する音声ファイル化プログラムとして、株式会社ネ
ットホスピタル製のＮＨｐＷｉｔｈＶｏｉｃｅ２０００
（登録商標）を利用すればよい。
【００２０】次に、専門医のコンピュータ１０による読
影と所見結果の音声ファイル化が完了すると、ステップ
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１２において、コンピュータ１０から通信ネットワーク
回線４０を介して音声ファイルが仲介センタのサーバコ
ンピュータ２０に送信される。音声ファイルの送信は、
株式会社ネットホスピタル製のＮＨｐＡｕｔｏＷａｒｐ
２００１（登録商標）を利用することができる。
【００２１】ステップ２２において、仲介センタのコン
ピュータ２０で受信した音声ファイルは、トランスクラ
イバのコンピュータ６１にＬＡＮ６０を介して転送され
る。トランスクライバは、専門家が録音した診療結果を
再生し、聞き取って、ワードプロセッサあるいはコンピ
ュータの文書作成ソフトウエアを使用して文書化して所
定の書式の診療レポートの文書データを作成する。な
お、音声ファイルの再生は、上述のＮＨｐＷｉｔｈＶｏ
ｉｃｅ２０００を利用してコンピュータ上で文書化と同
時に行うことができる。なお、仲介センタのコンピュー
タ２０からネットワーク４０を介して音声ファイルを外
部の在宅勤務のトランスクライバのコンピュータ６２に
送信し、そこで診療レポートを文書化して作成してもよ
い。専門医が吹き込んだ約１０分の音声データを文書化
するに要する時間は約１５分程度である。文書化した診
療レポートの例を図３に示す。
【００２２】次に、ステップ２３では、トランスクライ
バが作成した診療レポート文書データを仲介センタのサ
ーバコンピュータ２０から専門医のコンピュータ１０に
インターネットプロトコルを使用して送信する。
【００２３】専門医はステップ１３において、文書化さ
れた診療レポートに間違いや、抜け落ち等がないかどう
かチェックし必要に応じて加筆訂正を加える添削を行っ
て、コンピュータ１０から通信ネットワーク回線４０を
介して仲介センタのサーバコンピュータ２０に添削済み
の信頼性の高いレポートが送信される。
【００２４】ステップ２４において、仲介センタのサー
バコンピュータ２０は添削された診療レポートを受信
し、それを依頼者のコンピュータ３０にインターネット
プロトコルを使用して送信する。
【００２５】次に、音声入力装置１５について説明す
る。図４は手持ち式の音声入力装置１５の外観図であ
る。音声入力装置１５は手に持ちやすい形状の本体を有
し、マイクロホン１５１、録音ボタン１５２、停止ボタ
ン１５３、再生ボタン１５４、保存ボタン１５５を本体
上に配置している。音声入力装置１５はコンピュータ１
０と信号ケーブル１５６で結ばれている。マイクロホン
１５１からのアナログ音声信号と、録音ボタン１５２、
停止ボタン１５３、再生ボタン１５４、保存ボタン１５
５からの操作信号は、信号ケーブル１５６を介してコン
ピュータ１０に送信される。信号ケーブル１５６の代り
に無線信号あるいは赤外線信号を利用することもでき
る。
【００２６】次に、音声入力装置１５での音声ファイル
の作成手順を説明する。まず、専門医は、コンピュータ

１０上で、上述のＮＨｐＷｉｔｈＶｏｉｃｅ２０００の
ソフトウエアを立ち上げる。ソフトウエアが立ち上がる
とコンピュータ１０の画面には、図５のようなウインド
ウが表示される。ウインドウ画面には、録音ボタン１５
２、停止ボタン１５３、再生ボタン１５４、保存ボタン
１５５に対応するボタンイメージのアイコン１６０と録
音状態を示すバー１６１が表示される。音声入力装置１
５の各ボタンの操作に応じてアイコンの表示が変化す
る。
【００２７】次に、専門医が読影作業を開始し、録音ボ
タン１５２を押すと、その操作信号によりコンピュータ
１０のＷｉｔｈＶｏｉｃｅ２０００のソフトウエアを制
御し、コンピュータ１０において、マイクロホン１５１
からの音声信号を取りこみデジタル化してハードディス
クのような記録媒体に録音する。
【００２８】以下、録音ボタン１５２を離すと録音動作
は停止し、再生ボタン１５４を押すと録音した音声の巻
き戻し動作が開始され、次に再生ボタン１５４を離すと
巻き戻した地点から再生動作が開始されてコンピュータ
１０のスピーカから音声が再生され、再生動作中に録音
ボタン１５２を押すと上書き状態での録音が開始され、
保存ボタン１５５を押すと、圧縮処理と暗号化処理をし
て音声ファイルを作成し、停止ボタン１５３を押すどれ
か作動中の動作が停止する、というようにソフトウエア
を制御する。
【００２９】次に、専門医が吹き込んだ音声ファイルを
ＷｉｔｈＶｏｉｃｅ２０００のソフトウエアを使用して
トランスクライバが再生して文書化する動作について説
明する。上述のＮＨｐＡｕｔｏＷａｒｐ２００１により
専門医のコンピュータ１０からネットワークと仲介セン
タのサーバ２０に送信された音声ファイルは、さらに、
トランスクライバのコンピュータ６１の所定のデイレク
トリに転送される。
【００３０】トランスクライバのコンピュータ６１で
は、音声ファイルを開き、ＷｉｔｈＶｏｉｃｅ２０００
のソフトウエアを起動する。ソフトウエアを起動すると
コンピュータ６１の画面には図５と同様なウインドウが
表示される。図６に示すようなボイスペダル装置がコン
ピュータ６１と通信ケーブルでつながっている。トラン
スクライバがボイスペダル装置の右側のペダルを押して
いる状態でソフトウエアは音声ファイルの再生を行う。
トランスクライバは、再生音を聞きながら専門医の診療
所見を図３で示したような書式でコンピュータ６１上で
文書化する。再生された音声が早くてキー入力が追いつ
かない場合や、音声を再確認したい場合は、右ペダルを
離すと録音が自動的に少しだけ巻き戻しされて再生が停
止する。そして再度右ペダルを踏み込むと再生が始ま
る。聞き漏らしがあった場合などは、左ペダルを押せば
押している間巻き戻しされる。
【００３１】以上説明した実施例では、専門医が音声吹
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き込みをする診療レポートの対象は、ＣＴあるいはＭＲ
Ｉ断層画像の読影であったが、本発明はこれに限るもの
ではない。例えば、外科手術中あるいは手術直後に執刀
医や専門医が手術の内容や経過あるいは結果などを記録
したレポート、顕微鏡による病理診断レポート、または
在宅医療の記録などの現場で収録した口述音声レポート
をコンピュータを介して仲介センターに音声情報ファイ
ルとして送信し、仲介センタにおけるコンピュータサイ
トでは、送られてきた専門医が音声録音した音声レポー
トの音声情報ファイルを開く。その音声ファイルのレポ
ートを所定の書式の文書データの文書ファイルに変換
し、文書ファイルを仲介センタのコンピュータサイトか
ら通信回線を介して所定の宛先に送信する。これらの場
合でも専門医などは診療レポートはその場で口述録音す
ればよく、文章化する必要はまったくなく、診療に専念
できる。
【００３２】これらのような診療レポートの文書ファイ
ルを仲介センターにおいて、電子ファイルとして一括し
て総合的に管理することにより、医療機関や医師に対し
て効率的で一貫性のある総合的な診療情報サービスを提

供でき、医療機関や医師は診療に専念して医療の質の向
上を図ることが可能となる。
【００３３】以上、実施例に沿って発明を説明したが、
本発明はこれらに制限されるものではない。例えば、種
々の変更、改良、組み合わせが可能なことは当業者に自
明であろう。
【００３４】
【発明の効果】本発明による医療診療レポート配信方法
とシステムによれば、専門医から診療レポートの音声デ
ータを仲介センタにコンピュータと通信回線を利用して
送信し、音声データを仲介センタ側で所定の文書データ
に変換して診療レポートを作成して依頼者に送信するの
で、遠隔地に離れた専門医による診療であっても、迅速
で能率的なレポート作成、および依頼者への診療レポー
トの納入を短時間で可能とし、かつ正確な診療レポート
を実現することができる。
【００３５】従来、専門医は一般にこの種のレポート作
成については自分自身でワープロ入力するか、独自にタ
イピストを雇用していたのであるが、本システムによれ
ばその必要はなく効率よくレポート作成ができる。
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